
数学３ 空間図形

出題の趣旨

図形の性質を考察する場面において、次のことができるかどうかをみる。

・事象を数・量・図形等に着目して観察すること

・空間における平面が同一直線上にない３点で決定されることを理解していること

図形の性質を考察する場面では、空間における直線や平面の位置関係を捉えることが大切で

ある。

本問は、空間における平面が同一直線上にない３点で決定されることを理解しているかど

うかをみる問題である。空間における平面が一つに決まるための条件を理解することは、空間

図形を考察する際に必要であることから出題した。

■学習指導要領における領域・内容

〔第１学年〕 Ｂ 図形

(2) 空間図形について、数学的活動を通して、次の事項を身に付けることができるよう

指導する。

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。

（ア）空間における直線や平面の位置関係を知ること。

１．解答類型と反応率

問題番号 解 答 類 型
反応率

正答
（％）

３ １ ア と解答しているもの。 6.5

２ イ と解答しているもの。 26.0

３ ウ と解答しているもの。 35.1

４ エ と解答しているもの。 31.1 ◎

99 上記以外の解答 0.4

０ 無解答 0.8
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２．分析結果と課題

○ 正答率は 31.1 ％ であり、空間における平面が同一直線上にない３点で決定されること

の理解に課題がある。

○ 解答類型２の中には、２点を含む平面は幾つもあることを捉えることができていない生徒

がいると考えられる。

○ 解答類型３の中には、一つの直線上にある３点を含む平面は幾つもあることを捉えること

ができていない生徒がいると考えられる。

３．学習指導に当たって

〇 空間における平面が同一直線上にない３点で決定されることを観察や操作などの活

動を通して理解できるようにする

空間における平面が一つに決まるときの条件について、観察や操作などの活動を通して、

実感を伴いながら理解できるようにすることが大切である。

本問を使って授業を行う際には、空間における平面が一つに決まる条件として、「２点を

含む平面は一つに決まる。」や、「一つの直線上にある３点を含む平面は一つに決まる。」な

ど、条件として不十分なものを取り上げ、平面が一つに決まるにはさらにどのような条件が

必要かを考察する活動を取り入れることが考えられる。その際、下のような図を観察するこ

となどを通して、一つの直線を含む平面が幾つもあることを捉え、その上で、同一直線上に

ない３点で平面が一つに決まることを確認することが大切である。

一つの直線上にある３点を含む平面は

一つに決まらない

一つの直線上にない３点を含む平面は

一つに決まる
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○ 身の回りにある事象を図形として捉え考察することを通して、空間における平面に

ついて理解を深められるようにする

身の回りにある事象から、空間において平面が一つに決まる条件を見いだし、実感を伴っ

て理解することができるよう指導することが大切である。

例えば、カメラを固定する「一脚」は支えがないと安定して立たないが、「三脚」は支え

がなくても安定して立つことを取り上げ、「三脚が、安定して立つことができるのはどうし

てか」といった身の回りにある事象から問題を設定し、その理由を考察する活動を設定する

ことが考えられる。その際、三脚と地面が接している部分を「点」として捉え、３点とそれ

らの点を含む平面に着目することが大切である。具体的には、「３点により平面が一つに決

まることから、三脚は安定して立つのではないか。」、「１点では平面が一つに決まらないの

で、一脚は安定して立たないのではないか。」といった意見を取り上げ、１点では平面が一

つに決まらず、３点では平面が一つに決まると予想することが考えられる。

その上で、３点がどんな位置関係にあっても平面が一つに決まるといってよいかについて

話し合う場面を設定し、３点が同一直線上にある場合には平面が一つに決まらないことを見

いだし、３点が同一直線上にない場合には平面が一つに決まることを理解できるようにする

ことが大切である。

また、三脚の他にも、身の回りにある事象を図形として捉え、見いだした点や直線などを

基に平面が一つに決まるための条件を考察することを通して、空間における平面について理

解を深められるようにすることも大切である。

身の回りにある平面と平面が一つに決まるための条件の例

一つの直線とその上にない１点 同一直線上にない３点 交わる２直線

一脚 三脚
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